
退
職
一
時
金
の
返
還
に
つ
い
て

退
職
一
時
金
の
返
還
に
つ
い
て

退
職
一
時
金
の
返
還
に
つ
い
て

　
年
金
制
度
へ
の
加
入
が
強
制
で
な
か
っ
た
過
去
の
制
度
で
は
、年
金
の
加
入
期
間
が
足
り
ず
に
年
金
が

発
生
し
な
い
方
々
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。こ
う
し
た
方
々
に
は
退
職
時
に
か
け
た
年
金
の
原
資（
掛
金
）

を「
退
職
一
時
金
」と
し
て
返
還
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　
過
去
に
こ
う
し
た「
退
職
一
時
金
」を
受
給
し
た
方
々
の
年
金
加
入
期
間
の
取
り
扱
い
や
退
職
共
済
年

金
と
の
関
係
を
ご
説
明
い
た
し
ま
す
。

退
職
一
時
金
に
つ
い
て

退
職
一
時
金
の
受
給
に
つ
い
て

　
退
職
一時
金
は
昭
和
37
年
12
月
1
日（
地
方

公
務
員
等
共
済
組
合
法
施
行
）前
後
で
は
そ

の
取
り
扱
い
が
大
き
く
異
な
って
お
り
ま
す
。

○
昭
和
37
年
11
月
ま
で

　
昭
和
37
年
11
月
以
前
の
地
方
公
務
員
に
対

す
る
年
金
制
度
は
吏
員・雇
用
人
と
いっ
た
職

名
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
ま
し
た
。ま
た
相
互
の

年
金
制
度
間
に
は
期
間
の
通
算
が
な
か
っ
た
た

め
、早
期
退
職
を
し
て
年
金
の
受
給
権
を
満
た

さ
な
い
方
々
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。そ
の
よ

う
な
年
金
受
給
権
の
発
生
し
な
い
年
金
加
入

期
間
を
精
算
す
る
方
法
と
し
て
、退
職
一
時
金

を
支
給
し
て
い
ま
し
た
。

○
昭
和
37
年
12
月
以
降

　
昭
和
36
年
4
月
1
日
か
ら
国
民
年
金
制
度

が
施
行
さ
れ
、全
国
民
が
何
ら
か
の
年
金
制
度

に
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。そ
れ
に
と
も
な
い
、通
算
年
金
通
則
法

が
制
定
さ
れ
、一
つ
の
年
金
制
度
で
一
定
の
加

入
期
間（
25
年
）を
満
た
さ
な
く
と
も
、各
年

金
制
度
の
加
入
期
間
を
合
計
し
て
一
定
年
数

を
満
た
せ
ば
年
金
の
受
給
権
が
発
生
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
退
職
一
時
金
の
制
度
は
昭
和
54
年
12
月
31

日
ま
で
存
続
し
て
い
ま
し
た
の
で
、そ
れ
ま
で

に
公
務
員
を
退
職
し
、そ
の
時
点
で
年
金
の
受

給
権
が
発
生
し
な
い
方
は
退
職
一時
金
に
て
加

入
期
間
を「
全
額
精
算
」す
る
方
法
と
、全
額

精
算
せ
ず
に
掛
金
の一
部
を
残
す（
※「
原
資

控
除
」を
い
う
）方
法
を
本
人
の
意
思
で
選
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
退
職
一
時
金
を
受
け
た
方
で
、年
金
が
発
生

す
る
ケ
ー
ス
は
以
下
の
二
つ
に
な
り
ま
す
。

○
原
資
控
除
を
さ
れ
た
場
合
。（
た
だ
し
、そ

の
他
の
年
金
制
度
の
加
入
と
合
算
し
て
25

年
以
上
の
年
金
加
入
期
間
が
必
要
と
な
り

ま
す
。）

○
退
職
時
に一時
金
で
全
額
精
算
を
し
て
い
る

方
で
、再
び
公
務
員
に
再
就
職
を
し
、精
算

し
た
期
間
と
再
就
職
後
の
期
間
を
合
算
し

て
20
年
以
上
と
な
る
場
合
。

　
以
上
の
2
ケ
ー
ス
に
当
て
は
ま
ら
な
い
場
合

（
退
職
時
に一時
金
に
て
全
額
精
算
し
、な
お
か

つ
公
務
員
と
し
て
再
就
職
し
て
い
な
い
、ま
た

は
再
就
職
後
と
の
合
算
期
間
が
20
年
に
満
た

な
い
）、過
去
の
期
間
に
対
し
て
退
職
共
済
年

金
は
発
生
い
た
し
ま
せ
ん
。

　
前
述
の
3
に
お
い
て
受
給
権
が
発
生
す
る

ケ
ー
ス
に
該
当
し
た
方
に
は
、退
職
共
済
年
金

の
決
定
時
に
退
職
時
に
支
給
さ
れ
た
一
時
金

に
利
息
を
つ
け
て
返
還
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に

な
り
ま
す
。

　
退
職
一時
金
の
返
還
に
つ
い
て
は
、退
職
共
済

年
金
の
請
求
の
際
に
次
の
返
還
方
法
か
ら
い

ず
れ
か
を
選
択
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

1.
年
金
支
給
額
か
ら
の
返
還

　
年
金
の
毎
期
支
給
額
か
ら
1/2
を
返
還
す
る

方
法
で
す
。

※
控
除
開
始
は
、実
際
に
年
金
が
支
給
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
時
か
ら
に
な
り
ま
す
。

2.
一
括
送
金
に
よ
る
返
還

　
申
し
出
を
い
た
だ
き
ま
す
と
振
込
用
紙
を

送
付
い
た
し
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
昭
和
37
年
12
月
1
日
か
ら
地

方
公
務
員
の
年
金
制
度
も
改
正
さ
れ
、国
を

含
む
全
て
の
公
務
員
期
間
は
通
算
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

退
職
一
時
金
を
受
け
た
方
の
年
金
に
つ
い
て

返
還
方
法
に
つ
い
て

一
時
金
の
返
還
に
つ
い
て

　
将
来
年
金
を
発
生
さ
せ
る
た
め
に
、退

職
時
に
年
金
の
掛
金
を
一
部
し
か
精
算
し

な
い
こ
と
を
い
い
ま
す
。昭
和
55
年
1
月

1
日
に
退
職
一
時
金
制
度
が
廃
止
さ
れ

て
か
ら
は
、退
職
者
は
必
ず
原
資
控
除

を
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

※
原
資
控
除
と
は

配偶者の国民年金加入手続きをお忘れなく配偶者の国民年金加入手続きをお忘れなく配偶者の国民年金加入手続きをお忘れなく

「被扶養者資格確認調査」に
ご協力ありがとうございました
「被扶養者資格確認調査」に
ご協力ありがとうございました
「被扶養者資格確認調査」に
ご協力ありがとうございました

  

被
扶
養
者
で
あ
る
配
偶
者
の
国
民
年
金
に
関
す
る
届
は
、
共
済
組
合
を
経

由
す
る
場
合
と
、
ご
自
分
で
直
接
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

  

被
扶
養
者
の
認
定
を
共
済
組
合
へ
申
請
す
る
際
は
、
同
時
に
国
民
年
金
第

３
号
被
保
険
者
届
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
、
共
済
組
合
を
経
由
し
ま
す
が
、

次
の
よ
う
な
場
合
は
、
皆
さ
ま
の
配
偶
者
が
ご
自
分
で
住
所
地
の
市
区
町
村

に
あ
る
国
民
年
金
窓
口
ま
た
は
、
住
所
地
を
管
轄
す
る
社
会
保
険
事
務
所
の

国
民
年
金
窓
口
へ
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

☆
配
偶
者
が
、
収
入
の
増
加
等
に
よ
り
被
扶
養
者
で
な
く
な
っ
た
場
合
は
、

国
民
年
金
第
一
号
被
保
険
者
と
し
て
国
民
年
金
窓
口
へ
届
出
が
必
要
で

す
。（
厚
生
年
金
等
の
被
保
険
者
に
な
っ
た
場
合
は
除
き
ま
す
）

☆
組
合
員
が
退
職
し
て
国
民
年
金
第
一
号
被
保
険
者
に
な
る
場
合
は
、
配
偶
者

も
国
民
年
金
第
一
号
被
保
険
者
と
し
て
国
民
年
金
窓
口
へ
届
出
が
必
要
で
す
。

☆
組
合
員
が
65
歳
に
達
し
た
場
合
は
、
組
合
員
が
在
職
中
で
あ
っ
て
も
国
民

年
金
第
一
号
被
保
険
者
と
し
て
国
民
年
金
窓
口
へ
届
出
が
必
要
で
す
。

（
参
考
）国
民
年
金
被
保
険
者
の
種
別

国
民
年
金
第
一号
被
保
険
者･･･

農
業
、
自
営
業
、
学
生
等
で
第
二
号
お
よ
び

第
三
号
被
保
険
者
以
外
の
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方

国
民
年
金
第
二
号
被
保
険
者･･･

共
済
組
合
の
組
合
員
や
厚
生
年
金
の
被
保

険
者（
65
歳
以
上
の
方
は
除
く
）

国
民
年
金
第
三
号
被
保
険
者･･･

第
二
号
被
保
険
者
（
65
歳
以
上
の
方
は
除

く
）に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
で
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方

　
扶
養
手
当
の
支
給
対
象
者
に
な
っ
て
い
な
い
被
扶
養
者
の
方
を
対
象

に
実
施
し
ま
し
た『
被
扶
養
者
資
格
確
認
調
査
』に
ご
協
力
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
調
査
の
結
果
、
調
査
対
象
者
２
７
５
０
名
中
１
9
9
名
が
、
被
扶
養

者
資
格
認
定
取
り
消
し
と
な
り
ま
し
た
。認
定
取
り
消
し
事
由
の
ほ
と

ん
ど
は
、「
収
入
額
が
認
定
限
度
額
を
超
え
て
い
た
こ
と
に
よ
る
も
の
」ま

た「
就
職
に
よ
り
他
の
医
療
保
険
（
社
会
保
険
等
）に
加
入
さ
れ
て
い
た

こ
と
に
よ
る
も
の
」で
す
。

　
こ
の
た
め
、
組
合
員
の
皆
さ
ま
が
、
ご
家
族（
被
扶
養
者
）の
方
々
の
収

入
状
況
を
い
つ
も
正
確
に
把
握
し
、
被
扶
養
者
資
格
認
定
要
件
に
該
当

し
な
く
な
っ
た
場
合
は
、
勤
務
先
の
共
済
事
務
ご
担
当
者
の
方
を
通
じ

て
、
早
急
に
取
り
消
し
手
続
き
を
行
って
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。（
遡
及
し
て
認
定
取
り
消
し
を
し
た
場
合
、
そ
の
間
に
医
療
機
関

で
受
診
し
た
医
療
費
等
は
返
還
請
求
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。）

　
な
お
こ
の
調
査
は
、
毎
年
７
月
か
ら
９
月
に
か
け
て
実
施
い
た
し
ま

す
。来
年
度
の
調
査
に
も
調
査
該
当
被
扶
養
者
の
方
の
収
入
に
応
じ
て
、

「
確
定
申
告
書（
収
支
内
訳
書
等
含
む
）の
写
し
」、「
直
近
の
年
金
改
定

通
知
書
・
年
金
振
込
通
知
書
等
の
写
し
」、「
給
与
支
給
明
細
書
等
の

写
し
」等
々
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
大
切
に
保
管
し
て
お
い
て
く
だ

さ
い
。

　
今
後
も
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

国
民
年
金
第
三
号
被
保
険
者
の
届
出
も
れ
の
救
済

　
第
三
号
被
保
険
者
の
届
出
も
れ
の
期
間
に
つ
い
て
は
、
過
去
２
年
間

し
か
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
平
成
１７
年
４
月
以
降
は
社
会
保
険

事
務
所
で
手
続
き
を
す
れ
ば
、
２
年
前
以
前
の
期
間
も
保
険
料
納
付
済

み
期
間
に
算
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。届
出
方
法
な
ど
詳
し
い

こ
と
は
、社
会
保
険
事
務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
参 

考
：
被
扶
養
者
資
格
認
定
限
度
額
に
つ
い
て
】

６０
歳
未
満
の
者…

１
３
０
万
円
未
満

障
害
を
支
給
事
由
と
す
る
年
金
受
給
者…

１
８
０
万
円
未
満

６０
歳
以
上
で
の
年
金
受
給
者…

１
８
０
万
円
未
満
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